
武
者
絵
の
研
究
－
歴
史
画
L
と
し
て
の
視
点
に
よ
る
薯
察
ー

菅
原
　
真
弓

序
－
武
者
絵
研
究
に
関
す
る
問
題
点
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武
者
絵
は
、
幕
末
期
に
確
立
さ
れ
た
浮
世
絵
版
画
に
お
け
る
一
分
野
で
あ
り
、
歌
川
国
芳
（
寛
政
九
～
文
久
元
年
1
1
」
七
九
七
～
一

八
六
一
）
の
描
い
た
錦
絵
に
始
ま
る
と
語
ら
れ
て
き
た
（
－
）
。
し
か
し
国
芳
が
私
淑
し
た
事
で
知
ら
れ
る
葛
飾
北
斎
（
宝
暦
十
～
嘉
永

二
年
1
1
一
七
六
〇
～
一
八
四
九
）
の
武
者
絵
作
品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
武
者
絵
の

成
立
背
景
に
つ
い
て
は
、
世
相
風
刺
を
意
図
し
た
作
品
の
存
在
か
ら
、
単
に
漠
然
と
幕
末
の
騒
然
た
る
世
相
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

幕
府
の
禁
令
に
よ
る
主
題
選
択
の
制
約
と
い
う
状
況
の
中
で
、
現
実
の
事
件
を
風
刺
の
意
図
を
も
っ
て
描
く
た
め
に
、
歴
史
上
の
人

物
を
借
り
て
き
た
の
だ
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
論
調
で
あ
る
。

　
私
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
絵
画
作
品
に
は
、
「
復
古
」
あ
る
い
は
「
歴
史
意
識
」
（
2
）
が
根
底
に
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
武
者
絵
の
興
隆
と
い
う
現
象
も
ま
た
、
当
該
時
期
に
共
通
し
て
流
れ
る
歴
史
意
識
の
表
象
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
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で
は
ま
ず
、
武
者
絵
を
新
た
に
歴
史
意
識
に
立
脚
し
た
広
い
意
味
で
の
「
歴
史
画
」
と
し
て
定
義
づ
け
る
。
次
に
武
者
絵
が
、
国
芳

の
錦
絵
以
前
に
既
に
北
斎
作
品
の
中
に
創
始
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
こ
れ
ら
が
国
芳
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
実
を
、

作
品
を
挙
げ
て
指
摘
す
る
。
更
に
北
斎
と
国
芳
の
武
者
絵
に
見
ら
れ
る
画
風
、
主
題
の
変
遷
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
同
時
代
の
政

治
的
、
社
会
的
状
況
に
視
野
を
広
げ
て
答
え
を
求
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

一、

錘
ﾒ
絵
の
定
義
ー
広
義
の
「
歴
史
画
」
と
し
て
ー

最
も
一
般
的
な
武
者
絵
の
定
義
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

甲
胃
姿
の
勇
壮
な
武
者
を
画
く
も
の
。
浮
世
絵
版
画
の
ほ
か
各
地
の
民
画
に
あ
る
。
読
本
の
流
行
を
底
流
に
、
美
人
画
、
役
者

絵
、
風
景
画
と
並
ぶ
幕
末
浮
世
絵
界
の
主
要
な
画
域
と
な
っ
た
。
そ
の
先
駆
者
は
“
武
者
絵
の
国
芳
”
と
い
わ
れ
た
歌
川
国
芳

で
、
多
く
の
秀
作
を
遺
し
た
。
（
略
）

明
治
以
降
、
歴
史
画
が
盛
ん
に
な
る
と
、
や
ま
と
絵
系
の
画
家
が
好
ん
で
こ
の
題
材
を
描
き
、
（
略
）
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
略
）
は
引
用
者
に
よ
る
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
歴
史
上
有
名
な
武
人
を
描
い
た
絵
画
を
指
し
、
近
代
に
到
っ
て
歴
史
画
の
中
に
収
敏
さ
れ
て
い
く
の
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
で
は
歴
史
画
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

歴
史
上
の
出
来
事
を
題
材
と
し
た
絵
画
。
広
く
は
神
話
・
伝
説
中
の
事
件
を
描
い
た
も
の
も
含
ま
れ
る
（
4
）
。
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歴
史
画
は
、
そ
の
言
葉
自
体
が
明
治
初
年
に
西
欧
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
主
に
西
洋
絵
画
に
お
け
る
歴
史
画

を
指
し
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
近
代
に
お
け
る
歴
史
画
が
独
自
の
変
容
を
遂
げ
た
事
に
つ
い
て
は
、
近
年
貴
重
な

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
5
）
。
そ
し
て
そ
の
初
動
は
、
浮
世
絵
師
月
岡
芳
年
（
天
保
十
～
明
治
二
十
五
年
け
一
八
三
九
～
九
二
）
の
作

品
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
私
は
考
え
て
い
る
（
6
）
。
周
知
の
通
り
芳
年
は
、
歌
川
国
芳
の
弟
子
に
あ
た
り
、
そ
の
画
業
の
初
期
に
お

い
て
国
芳
作
品
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
事
は
言
う
を
侯
た
な
い
。
芳
年
の
歴
史
画
は
、
そ
の
源
を
国
芳
の
武
者
絵
に
求
め
る
こ
と

が
出
来
る
が
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
を
境
と
し
て
、
明
治
政
府
の
求
め
た
「
正
史
」
（
7
）
へ
の
接
近
を
と
げ
る
こ
と
で
歴
史
画

へ
と
変
容
し
て
い
く
。
国
芳
武
者
絵
と
の
差
異
は
「
正
史
」
へ
の
接
近
の
有
無
に
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
、
何
故
武
者
絵
と
い
う
歴
史
人
物
画
が
幕
末
期
に
興
隆
す
る
の
か
を
考
え
て
み
れ
ば
、
時
代
の
政
治
的
、

社
会
的
状
況
と
、
そ
れ
を
背
景
と
し
た
同
時
代
文
化
の
様
相
に
答
を
見
つ
け
る
事
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
外
圧
に
よ
る
危
機
感
が
自

国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
認
作
用
と
、
国
家
意
識
、
歴
史
意
識
の
芽
生
え
を
促
し
た
事
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
学
芸
の
諸
分
野

に
お
い
て
強
く
現
れ
て
い
く
（
8
）
。

　
武
者
絵
は
、
「
正
史
」
へ
の
接
近
と
い
う
点
で
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
画
の
流
れ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
大
き
く
視

野
を
広
げ
る
な
ら
ば
、
明
治
中
期
以
降
の
歴
史
画
家
た
ち
、
た
と
え
ば
梶
田
半
古
や
小
堀
靹
音
ら
の
描
く
、
多
分
に
叙
情
的
で
風
俗

画
の
趣
を
見
せ
る
歴
史
画
と
は
一
脈
を
通
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
武
者
絵
を
広
い
意
味
で
の
歴
史
画
と
し
て
論
じ
て
い
く

事
と
す
る
。
ま
た
武
者
絵
は
、
一
般
に
は
武
人
を
描
い
た
も
の
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
歴
史
上
の
人
物
」
般
を
描
い
た
絵
画
と
し
て

と
ら
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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二
、
葛
飾
北
斎
と
武
者
絵

　
葛
飾
北
斎
の
長
い
画
業
の
中
で
、
歴
史
上
の
人
物
を
描
い
た
作
品
は
、
数
と
し
て
は
さ
ほ
ど
多
く
を
数
え
な
い
。
ま
た
こ
れ
ま
で

北
斎
の
武
者
絵
を
中
心
に
論
じ
た
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
（
9
）
。
北
斎
の
武
者
絵
”
広
義
の
歴
史
画
は
、
文
化
年
間
（
一

八
〇
四
～
一
七
）
を
中
心
と
す
る
読
本
挿
絵
期
か
ら
晩
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
読
本
や
絵
手
本
な
ど
の
版
本
と
錦
絵
、

加
え
て
若
干
の
肉
筆
画
が
存
在
す
る
。
以
下
、
北
斎
の
武
者
絵
作
品
に
つ
い
て
、
形
態
別
に
そ
の
概
容
を
記
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

1
、
北
斎
の
武
者
絵
作
品

（
1
）
　
読
本
挿
絵

　
こ
の
分
野
の
先
駆
者
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
る
北
斎
は
、
優
に
四
十
点
を
超
え
る
読
本
の
挿
絵
を
手
が
け
て
い
る
（
－
o
）
。
そ
し

て
、
そ
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
～
一
八
四
八
）
原
作
の
読
本
は
、
歴
史
故
事
や
伝
承
に
取
材
し
、
こ
れ

に
中
国
小
説
の
翻
案
と
い
う
要
素
（
1
1
）
を
加
え
て
成
立
し
た
も
の
が
多
く
、
『
鎮
西
八
郎
為
朝
外
伝
椿
説
弓
張
月
』
（
文
化
四
年
～
八

年
1
1
一
八
〇
七
～
＝
）
は
そ
の
代
表
的
な
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
他
に
祐
天
上
人
の
霊
験
を
主
題
と
し
た
『
新
累
解
脱
物
語
』
（
文

化
四
年
〉
や
『
頼
豪
阿
閣
梨
怪
鼠
伝
』
（
文
化
五
年
）
の
存
在
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
『
椿
説
弓
張
月
』
の
角
書
に
明
記
さ
れ
る

通
り
”
外
伝
”
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
史
実
に
は
拘
泥
し
て
い
な
い
。
ま
た
中
国
小
説
の
純
粋
な
翻
案
と
し
て
は
『
新

編
水
潜
画
伝
』
（
文
化
二
年
～
四
年
目
一
八
〇
五
～
七
）
が
あ
る
。

　
画
風
に
見
ら
れ
る
特
色
は
、
墨
一
色
と
い
う
制
限
を
逆
手
に
取
っ
た
、
墨
色
の
階
調
の
効
果
的
な
使
用
に
あ
る
。
『
椿
説
弓
張
月
』

の
挿
絵
に
見
ら
れ
る
衝
撃
的
な
爆
発
シ
ー
ン
〈
図
1
＞
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
態
表
現
は
、
こ
の
手
法
ゆ
え
に
す
ぐ
れ
て
魅
力
あ
る



画
面
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
　
『
北
斎
漫
画
』
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『
北
斎
漫
画
』
初
編
～
十
編
は
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
か
ら
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
時
期

と
し
て
は
概
ね
前
項
の
読
本
挿
絵
の
後
に
位
置
す
る
。
こ
の
著
名
な
絵
手
本
に
は
、
仏
教
の
神
々
や
祖
師
、
あ
る
い
は
神
話
伝
説
中

の
人
物
を
も
含
ん
だ
、
意
外
に
多
く
の
”
歴
史
上
の
”
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
【
資
料
1
】
と
し
て
、
日
本
歴
史
上
の
人
物
と
中
国

故
事
人
物
、
そ
し
て
宗
教
画
題
と
に
分
類
し
た
主
題
一
覧
を
作
成
し
た
。
【
資
料
1
】
を
見
る
と
、
『
北
斎
漫
画
』
の
主
題
の
選
択
に

つ
い
て
、
以
下
の
三
点
が
了
解
さ
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
初
期
段
階
に
お
い
て
大
多
数
を
占
め
て
い
た
宗
教
関
連
主
題
が
、
編
を
重

ね
る
毎
に
少
な
く
な
っ
て
い
く
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
総
数
と
し
て
中
国
故
事
人
物
の
比
率
が
高
い
と
い
う
点
、
そ
し
て
三

点
目
と
し
て
、
五
編
を
境
に
、
描
か
れ
た
日
本
歴
史
上
の
人
物
が
、
中
国
故
事
人
物
の
数
と
拮
抗
し
て
い
く
と
い
う
点
を
挙
げ
る
事

が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
『
北
斎
漫
画
』
二
編
に
描
か
れ
た
人
物
は
、
釈
迦
や
羅
漢
、
あ
る
い
は
頼
豪
や
空
海
な
ど
宗
教
関
連
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
主
題
は

三
編
以
降
、
総
数
に
お
い
て
も
比
率
に
お
い
て
も
激
減
す
る
。
以
外
が
描
か
れ
る
の
は
三
編
が
最
初
で
あ
り
、
ま
ず
伏
犠
、
神
農
と

い
う
中
国
の
古
い
伝
説
中
の
帝
王
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
続
い
て
林
和
靖
や
東
方
朔
な
ど
中
国
の
文
人
が
登
場
す
る
。
三
編
以
降
は
中

国
故
事
人
物
が
多
く
描
か
れ
る
が
、
一
方
、
日
本
歴
史
上
の
人
物
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
四
編
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て

数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
到
る
の
は
、
五
編
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
「
博
雅
三
位
」
と
題
さ
れ
て
源
博
雅
が
見
開
き
片
面
一
杯
に

描
か
れ
、
以
降
四
丁
に
渡
っ
て
同
様
の
画
面
構
成
に
よ
る
日
本
の
歴
史
上
の
人
物
が
続
く
。
月
を
眺
め
て
望
郷
の
念
を
お
ぼ
え
る
「
安

倍
仲
麿
」
〈
図
2
＞
や
、
「
天
拝
山
」
と
題
さ
れ
た
、
祈
る
菅
原
道
真
な
ど
正
に
定
型
図
像
集
の
趣
が
あ
る
。
そ
し
て
、
以
後
の
編
に

お
い
て
は
、
描
か
れ
た
日
本
歴
史
上
の
人
物
と
中
国
故
事
人
物
の
数
は
拮
抗
し
て
い
く
。
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『
北
斎
漫
画
』
に
は
、
編
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
、
・
王
題
選
択
や
画
面
構
成
に
変
化
が
見
ら
れ
始
め
る
。
た
と
え
ば
主
題
選
択
に

は
、
遊
び
の
要
素
1
娯
楽
性
ー
が
指
摘
さ
れ
る
。
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
氏
は
、
現
実
と
虚
構
の
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
た
、

あ
る
い
は
、
時
系
列
を
飛
び
越
え
た
人
物
達
の
遅
遁
が
見
ら
れ
る
例
と
し
て
、
五
編
見
開
き
に
描
か
れ
る
「
葵
上
」
と
「
物
部
守
屋
」
、

そ
し
て
そ
こ
に
同
席
す
る
時
代
を
違
え
た
著
名
な
歌
人
二
人
（
「
西
行
法
師
」
「
山
部
赤
人
」
〈
図
3
＞
）
を
挙
げ
て
い
る
（
1
2
）
。
そ
し
て

こ
こ
に
「
時
代
不
同
歌
合
」
の
伝
統
や
、
遊
び
の
要
素
を
見
て
お
り
、
首
肯
さ
れ
る
。
ま
た
画
面
構
成
に
お
い
て
は
、
モ
テ
ィ
ー
フ

を
ち
り
ば
め
た
図
像
集
と
し
て
で
は
な
く
、
徐
々
に
絵
本
と
し
て
の
鑑
賞
に
供
す
る
芸
術
性
が
獲
得
さ
れ
る
に
到
る
。
九
編
に
お
さ

め
ら
れ
た
「
日
本
武
尊
碓
井
峠
に
屯
の
図
」
〈
図
4
＞
や
「
仁
田
ノ
四
郎
忠
常
富
士
の
巌
窟
に
至
る
」
が
、
見
開
き
一
面
を
利
用
し
た

“
絵
画
作
品
”
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
3
）
武
者
絵
本

　
北
斎
の
筆
に
な
る
武
者
絵
本
に
は
左
の
三
冊
が
あ
る
。

　
①
『
和
漢
絵
本
魁
』
一
冊
小
林
新
兵
衛
版
天
保
七
年
（
一
八
三
六
V
正
月

②
『
絵
本
武
蔵
鐙
』
一
冊
小
林
新
兵
衛
版
天
保
七
年
八
月

　
③
『
絵
本
和
漢
誉
』
一
冊
紙
屋
徳
八
版
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
五
月

　
こ
の
三
冊
と
未
公
刊
の
下
絵
集
④
「
画
本
葛
飾
振
」
を
加
え
た
四
冊
が
、
『
和
漢
絵
本
魁
』
連
作
と
い
う
企
画
意
図
を
も
っ
て
同
時

期
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
（
1
3
）
。
四
冊
の
制
作
順
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
想
像
の
域
を
超

え
な
い
が
①
③
④
②
の
順
（
1
4
）
と
考
え
た
い
。

　
し
か
し
こ
の
四
冊
に
描
か
れ
て
い
る
主
題
を
総
観
す
る
と
（
【
資
料
2
】
V
、
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
当
初
の
企
画
が
『
和
漢
絵
本
魁
』



連
作
に
あ
っ
た
と
す
る
定
説
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
当
然
四
冊
す
べ
て
に
和
と
漢
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
い
け

な
い
が
、
『
絵
本
武
蔵
鐙
』
に
は
中
国
人
物
は
描
か
れ
な
い
。
他
の
二
冊
『
和
漢
絵
本
魁
』
『
絵
本
和
漢
誉
』
に
は
描
か
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
と
て
半
数
に
満
た
な
い
数
で
あ
り
、
「
画
本
葛
飾
振
」
で
は
描
か
れ
た
三
十
一
名
の
う
ち
、
中
国
人
物
は
僅
か
三
人
を
数
え
る
の

み
で
あ
る
。
こ
こ
で
先
の
私
見
に
よ
る
制
作
順
を
あ
て
は
め
る
な
ら
ば
、
順
を
追
っ
て
中
国
人
物
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　
画
面
構
成
は
、
最
初
と
最
終
の
丁
を
除
き
、
版
本
見
開
き
を
一
画
面
と
し
て
使
用
し
て
お
り
ハ
こ
れ
は
「
画
本
葛
飾
振
」
を
除
く

三
冊
に
共
通
す
る
（
1
5
）
。
ま
た
画
中
に
は
、
作
図
法
を
記
し
た
記
述
、
た
と
え
ば
「
佛
師
仏
画
の
用
す
る
庭
を
省
き
　
人
倫
の
骨
格
に

よ
つ
て
形
を
圖
」
（
『
和
漢
絵
本
魁
』
二
十
四
丁
表
）
〈
図
5
V
が
あ
る
。
画
風
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
趣
を
伝
え
る
が
、
『
絵
本
武

蔵
鐙
』
と
「
画
本
葛
飾
振
」
の
中
に
、
他
二
冊
と
比
べ
て
や
や
動
勢
を
伝
え
る
図
柄
が
多
く
見
出
せ
る
。

（
4
）
錦
絵
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北
斎
の
錦
絵
に
お
い
て
、
厳
密
な
意
味
で
武
者
（
歴
史
上
の
人
物
）
を
取
り
上
げ
た
シ
リ
ー
ズ
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
「
詩
歌

写
真
鏡
」
と
「
百
人
一
首
う
ば
が
ゑ
と
き
」
と
い
う
、
詩
歌
を
主
題
と
し
た
二
作
に
、
詩
人
、
歌
人
の
姿
が
描
か
れ
る
。

【
資
料
3
】
と
し
て
こ
の
二
作
に
描
か
れ
た
主
題
一
覧
を
作
成
し
た
。
「
詩
歌
写
真
鏡
」
は
現
存
十
図
の
う
ち
六
図
を
日
本
の
歌
人
に

あ
て
て
い
る
が
、
当
初
か
ら
十
図
完
結
で
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き
ず
、
主
題
傾
向
を
読
み
と
る
事
は
難
し
い
。
ま
た
「
百
人
一
首
う

ば
が
ゑ
と
き
」
に
は
、
歌
意
を
解
釈
し
て
現
代
風
俗
に
置
き
換
え
た
図
も
あ
り
、
必
ず
し
も
歴
史
上
の
人
物
－
歌
人
ー
を
描
い
た
も

の
と
は
言
え
な
い
。

　
「
詩
歌
写
真
鏡
」
は
、
和
漢
の
著
名
な
詩
人
（
あ
る
い
は
歌
人
）
と
そ
の
故
事
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
「
百
人
一
首
う
ば
が
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ゑ
と
き
」
は
、
身
近
な
古
典
と
し
て
親
し
ま
れ
た
百
人
一
首
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
詩
歌
写
真
鏡
」
は
既
に
記
し
た
よ
う
に

現
存
十
図
、
「
百
人
一
首
う
ば
が
ゑ
と
き
」
は
現
存
二
十
七
図
と
校
合
摺
一
図
、
現
存
す
る
版
下
絵
を
あ
わ
せ
て
九
十
図
を
超
え
る

（
1
6
）
。
こ
れ
は
、
刊
行
年
代
当
時
の
百
人
一
首
流
行
を
背
景
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
1
7
）
。

　
画
風
は
共
に
、
当
該
時
期
（
天
保
年
間
）
の
北
斎
錦
絵
に
多
く
使
用
さ
れ
た
舶
載
染
料
の
プ
ル
シ
ャ
ン
．
ブ
ル
ー
（
ベ
ロ
藍
）
に

よ
っ
て
澄
み
切
っ
た
情
趣
を
感
じ
さ
せ
る
。
海
と
空
と
の
境
界
線
を
無
く
し
て
青
一
色
の
濃
淡
で
染
め
分
け
た
「
詩
歌
写
真
鏡
　
安

倍
仲
麿
」
〈
図
6
V
は
、
そ
の
典
型
的
な
作
例
と
言
え
る
。
ま
た
「
詩
歌
写
真
鏡
」
に
強
く
見
ら
れ
る
点
描
の
多
用
と
固
い
描
線
、
緊

密
な
画
面
構
成
に
つ
い
て
は
、
中
国
画
法
の
摂
取
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
画
面
の
中
で
は
西
洋
（
舶
載
染
料
）
と
中
国
が
混
在
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

2
、
北
斎
武
者
絵
の
主
題
選
択
に
見
ら
れ
る
特
徴

　
さ
て
こ
こ
ま
で
北
斎
の
武
者
絵
を
見
渡
し
た
結
果
、
そ
の
主
題
選
択
に
は
、
以
下
の
三
点
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）
　
中
国
故
事
人
物
を
多
く
取
り
上
げ
て
い
る

（
2
）
　
実
在
の
人
物
と
架
空
の
人
物
（
物
語
の
登
場
人
物
）
が
混
在
し
て
い
る
（
『
北
斎
漫
画
』
）

（
3
）
　
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
、
日
本
歴
史
上
の
人
物
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
傾
向
が
あ
る

　
そ
こ
で
本
項
で
は
、
右
に
記
し
た
三
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。



（
1
）
　
北
斎
武
者
絵
と
中
国
趣
味

　
北
斎
描
く
中
国
故
事
人
物
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
中
国
趣
味
の
風
潮
を
ま
ず
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
十
八
世
紀

末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
国
家
意
識
、
歴
史
意
識
が
芽
生
え
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、
上
方
の

一
部
の
知
識
人
層
の
も
の
で
あ
っ
た
中
国
文
人
趣
味
が
、
一
般
に
普
及
あ
る
い
は
大
衆
化
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
た
と
え

ば
、
高
踏
的
な
文
人
墨
客
に
愛
好
さ
れ
た
煎
茶
の
愛
好
者
層
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
こ
と
（
1
8
）
や
、
絵
入
り
の
通
俗
的
な
地
誌
で
あ
る

「
名
所
図
会
」
の
形
態
に
よ
る
『
唐
土
名
勝
図
会
』
の
刊
行
（
1
9
）
（
文
化
三
年
”
一
八
〇
六
）
と
い
っ
た
事
象
に
見
ら
れ
る
。
中
国
小

説
の
翻
訳
や
翻
案
に
よ
る
読
本
の
存
在
も
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
実
作
品
に
見
ら
れ
る
中
国
画
風
の
典
拠
が
、
主
と
し
て
『
芥
子
園
画
伝
』
に
求
め
ら
れ
る
事
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
2
0
）
。
「
列

仙
総
目
」
「
佛
祖
総
目
」
と
い
っ
た
項
目
を
立
て
て
人
物
画
譜
の
体
裁
を
取
る
偽
託
本
『
芥
子
園
画
伝
』
四
集
の
存
在
も
興
味
深
い
。

現
在
ま
で
の
確
認
作
業
で
は
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
人
物
の
図
像
を
北
斎
が
直
接
借
用
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
が
、
イ
メ
ー
ジ
の
源

泉
と
し
て
存
在
し
た
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
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（
2
）
　
虚
構
と
現
実
－
北
斎
武
者
絵
に
描
か
れ
る
「
歴
史
」

　
こ
れ
は
北
斎
の
み
な
ら
ず
、
後
発
の
武
者
絵
画
家
国
芳
や
、
そ
の
弟
子
月
岡
芳
年
の
初
期
に
も
明
確
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

一
般
に
流
布
し
た
歴
史
書
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
当
時
に
お
い
て
、
歴
史
は
講
談
や
歌
舞
伎
の
時
代
物
な
ど
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
て
き
た
。
い
わ
ば
世
上
流
布
す
る
逸
話
や
歴
史
故
事
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
物
語
で
あ
り
、
決
し
て
実
証
的
な
歴
史
科
学
で
は
な

か
っ
た
。
た
と
え
ば
『
椿
説
弓
張
月
』
の
主
人
公
源
為
朝
は
実
在
の
人
物
だ
が
、
為
朝
以
外
は
ほ
と
ん
ど
架
空
の
人
物
で
あ
る
。
歴
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史
人
物
像
は
1
勇
壮
な
あ
る
い
は
悲
劇
的
な
i
逸
話
を
も
と
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
画
家
た
ち
は
む
し
ろ
、
意
図
的
に
虚

実
な
い
ま
ぜ
の
歴
史
を
描
い
た
感
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
葵
上
が
西
行
法
師
と
同
席
く
図
3
V
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
ち
ら

も
「
過
去
」
の
周
知
の
話
で
あ
れ
ば
、
何
の
不
思
議
も
な
い
の
で
あ
る
。
歴
史
人
物
画
が
史
実
に
拘
泥
し
始
め
る
の
は
、
明
治
に
入

っ
て
「
正
史
」
が
作
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

（
3
）
　
主
題
選
択
の
時
期
的
変
化
・

　
【
資
料
1
】
～
【
資
料
3
】
は
形
態
別
の
主
題
一
覧
で
あ
る
が
、
同
時
に
ほ
ぼ
制
作
年
代
順
に
も
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
【
資
料
3
】

に
掲
載
し
た
「
詩
歌
写
真
鏡
」
は
、
【
資
料
2
】
の
武
者
絵
本
よ
り
も
制
作
年
代
が
遡
る
）
。
そ
こ
で
、
描
か
れ
た
主
題
を
制
作
年
代

順
に
見
て
み
る
と
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
、
日
本
歴
史
上
の
人
物
が
多
く
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た

と
え
ば
『
北
斎
漫
画
』
（
【
資
料
1
】
）
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
十
編
を
も
っ

て
完
結
し
て
お
り
、
十
一
編
以
降
の
刊
行
は
天
保
年
間
に
入
っ
て
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
仮
に
二
分
し
て
前
後
期
と
す
る
と
、

前
期
は
日
本
歴
史
上
の
人
物
に
比
べ
て
中
国
故
事
人
物
の
方
が
多
い
の
に
対
し
、
後
期
は
そ
の
比
率
が
逆
転
し
て
い
る
事
に
気
が
つ

く
。
ま
た
武
者
絵
本
（
【
資
料
2
】
）
に
つ
い
て
も
、
そ
の
制
作
時
期
を
先
の
私
見
に
よ
っ
て
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
人
物
比
率
の
変
化

は
『
北
斎
漫
画
』
と
同
様
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
斎
に
続
く
歌
川
国
芳
の
武
者
絵

を
見
渡
し
た
後
に
、
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。



三
、
歌
川
国
芳
の
武
者
絵
ー
北
斎
と
の
比
較
に
お
い
て
ー

1
、
国
芳
と
武
者
絵

武者絵の研究

　
近
年
、
江
戸
浮
世
絵
の
悼
尾
を
飾
る
画
家
と
し
て
、
高
い
評
価
を
得
る
に
到
っ
た
こ
の
画
家
に
つ
い
て
は
、
独
学
で
の
洋
風
画
研

究
と
北
斎
へ
の
私
淑
が
夙
に
語
ら
れ
る
逸
話
で
あ
る
（
2
1
）
。

　
国
芳
の
出
世
作
と
な
っ
た
の
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
頃
の
刊
行
と
さ
れ
る
（
2
2
）
「
通
俗
水
潜
伝
豪
傑
百
八
人
之
一
箇
」
と
題

す
る
揃
物
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
、
著
名
な
中
国
小
説
『
水
濤
伝
』
の
流
行
を
背
景
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

し
て
そ
の
中
に
北
斎
挿
絵
に
よ
る
読
本
『
新
編
水
潜
画
伝
』
が
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
言
う
ま
で
も
な
い
（
2
3
）
。

　
国
芳
武
者
絵
の
特
徴
は
取
材
す
る
題
材
の
拡
張
に
あ
り
、
『
太
平
記
』
等
の
古
典
軍
記
も
の
に
加
え
、
読
本
等
の
小
説
類
や
講
釈
で

語
ら
れ
る
軍
談
な
ど
に
範
囲
を
広
げ
た
事
が
、
鈴
木
重
三
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
2
4
）
。
ま
た
前
項
で
確
認
し
た
北
斎
の
武
者

絵
の
多
く
が
版
本
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
国
芳
の
そ
れ
は
、
多
く
が
錦
絵
と
い
う
華
や
か
な
媒
体
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。
国
芳
の
画
業
は
、
処
女
作
の
合
巻
『
御
無
事
忠
臣
蔵
』
を
刊
行
し
た
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
か
ら
、
没
年
の
文
久
元

年
（
一
八
六
一
）
ま
で
の
四
十
七
年
間
に
渡
る
が
、
そ
の
作
品
の
大
半
は
武
者
絵
で
あ
っ
た
。
時
事
風
刺
画
「
源
頼
光
館
土
蜘
蛛
作

妖
怪
図
」
な
ど
も
、
武
者
絵
の
一
種
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
、
国
芳
作
品
中
最
も
多
く
を
占
め
、
か
つ
国
芳
が
最
も
得
意
と
し
た
武

者
絵
作
品
に
は
、
強
い
葛
飾
北
斎
学
習
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
次
項
で
は
国
芳
画
に
見
ら
れ
る
北
斎
学
習
を
総
観
す
る
。
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2
、

北
斎
画
の
学
習
ー
図
像
の
借
用
を
中
心
に

　
国
芳
に
よ
る
北
斎
学
習
に
は
、
企
画
の
踏
襲
と
図
像
借
用
と
い
う
二
面
が
指
摘
で
き
る
。
前
者
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
国

芳
に
よ
る
武
者
絵
本
の
制
作
を
挙
げ
る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
『
一
勇
画
譜
』
一
冊
（
弘
化
三
1
1
一
八
四
六
年
）
と
『
和
漢
英
雄
画
伝
』

二
冊
（
刊
年
未
詳
）
が
あ
る
。
ま
た
国
芳
描
く
い
く
つ
か
の
風
俗
画
集
（
2
5
）
の
中
に
も
、
歴
史
上
の
人
物
を
描
い
た
図
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
う
ち
『
一
勇
画
譜
』
と
『
和
漢
英
雄
画
伝
』
は
、
共
に
武
者
絵
を
集
め
た
絵
本
で
あ
り
、
そ
の
企
画
自
体
が
、
北
斎

の
武
者
絵
本
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
形
式
に
お
い
て
も
北
斎
の
武
者
絵
本
を
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

画
面
見
開
き
を
一
画
面
と
し
て
使
用
す
る
画
面
構
成
、
画
面
余
白
に
図
の
解
説
を
記
す
点
〈
図
7
＞
も
ま
た
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か

し
、
国
芳
に
よ
る
余
白
の
記
述
は
、
北
斎
の
そ
れ
が
作
図
法
を
記
し
て
い
た
の
に
対
し
、
描
か
れ
た
図
に
関
わ
る
物
語
を
記
し
て
い

る
点
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
絵
手
本
で
あ
る
北
斎
の
版
本
と
国
芳
絵
本
と
の
用
途
の
違
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
国
芳
の
揃
物
錦
絵
「
百
人
一
首
之
内
」
（
天
保
後
期
）
の
制
作
は
、
北
斎
「
百
人
一
首
う
ば
が
ゑ
と
き
」
に
示
唆
を
受
け
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
百
人
一
首
之
内
」
は
、
百
人
一
首
流
行
の
気
運
の
中
で
刊
行
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
百
人
一
首
う
ば
が
ゑ
と
き
」

の
後
発
作
品
で
あ
る
（
2
6
）
。

　
さ
て
国
芳
の
北
斎
学
習
が
最
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
、
数
多
く
見
ら
れ
る
図
像
借
用
に
お
い
て
で
あ
る
。
た
と
え
ば
国
芳
は
、

北
斎
描
く
読
本
挿
絵
か
ら
多
数
の
図
像
借
用
を
行
な
っ
て
い
る
。
国
芳
の
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
頃
の
錦
絵
「
肥
後
国
水
俣
の
海

上
に
て
為
朝
難
風
に
遭
」
と
北
斎
『
椿
説
弓
張
月
』
続
編
巻
の
一
の
挿
絵
と
の
間
に
見
ら
れ
る
図
像
の
借
用
が
そ
の
好
例
で
あ
る
〈
図

8
＞
。
国
芳
の
錦
絵
が
、
北
斎
描
く
挿
絵
を
一
つ
に
合
成
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
国
芳
が
行
な
っ

た
北
斎
挿
絵
か
ら
の
図
像
借
用
の
う
ち
、
端
的
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
鰐
鮫
の
図
像
で
あ
る
。
舶
載
の
博
物
図
譜
を
イ
メ
ー

ジ
の
源
泉
と
し
た
（
2
7
）
と
さ
れ
る
こ
の
空
想
上
の
怪
魚
く
図
9
V
は
、
国
芳
の
錦
絵
く
図
1
0
V
に
左
右
を
反
転
さ
せ
た
だ
け
で
、
ほ
ぼ
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忠
実
に
そ
の
形
態
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
は
『
北
斎
漫
画
』
二
編
に
描
か
れ
る
「
わ
に
ざ
め
」
〈
図
1
1
＞
に
も
近
く
、
顔
の

部
分
で
は
こ
ち
ら
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
。

　
さ
て
国
芳
は
こ
の
主
題
を
、
「
讃
岐
院
巻
属
を
し
て
為
朝
を
す
く
ふ
図
」
〈
図
1
2
＞
と
題
し
て
、
後
年
（
嘉
永
三
～
五
年
）
も
う
一

度
描
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
描
か
れ
る
鰐
鮫
は
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
す
べ
て
の
先
行
図
像
と
形
状
が
異
な
る
。
こ
の
鰐
鮫
は
、

お
そ
ら
く
は
森
島
中
良
『
紅
毛
雑
話
』
（
天
明
七
年
1
1
一
七
八
七
）
に
載
る
「
鰐
之
図
」
〈
図
1
3
＞
か
ら
想
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
鰐
鮫
の
顔
貌
や
鱗
の
描
写
が
酷
似
す
る
。
国
芳
に
は
他
に
も
『
紅
毛
雑
話
』
を
出
典
と
し
た
作
例
が
指
摘
（
2
8
）
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
仮
説
は
高
い
蓋
然
性
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
一
方
『
北
斎
漫
画
』
に
も
、
『
紅
毛
雑
話
』
か
ら
の
図
像
借
用
例
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
2
9
）
。
す
る
と
、
少
な
く
と
も
国
芳
と
北
斎
が
同
じ
書
物
を
参
考
書
と
し
て
共
有
し
て
い
た
事
実
は
確
認
で
き
る
。
そ
し
て

多
少
の
想
像
を
付
加
し
て
推
論
を
進
め
る
な
ら
ば
、
『
紅
毛
雑
話
』
の
存
在
も
ま
た
、
北
斎
を
通
じ
て
国
芳
が
受
け
と
め
た
も
の
で
あ

っ
た
、
つ
ま
り
国
芳
の
北
斎
学
習
の
一
例
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
根
拠
と
し
て
次
は
『
北
斎
漫
画
』
か
ら
の
図
像

借
用
例
を
挙
げ
よ
う
。

　
国
芳
は
『
北
斎
漫
画
』
か
ら
も
多
数
の
図
像
を
借
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
国
芳
『
大
日
本
奇
人
画
像
風
俗
高
名
略
伝
　
上
』
（
刊

年
未
詳
）
に
描
か
れ
る
俊
寛
僧
都
は
、
『
北
斎
漫
画
』
十
編
に
載
る
俊
寛
の
図
像
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
国
芳
「
武
勇
見
立

十
二
支
関
羽
未
」
（
天
保
十
二
年
1
1
一
八
四
一
頃
）
〈
図
1
4
V
の
出
典
は
、
『
北
斎
漫
画
』
五
編
の
関
羽
〈
図
1
5
＞
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
さ
ら
に
『
北
斎
漫
画
』
八
編
に
見
開
き
二
頁
を
使
用
し
て
描
か
れ
る
「
二
十
四
孝
」
は
、
国
芳
に
よ
っ
て
「
二
十
四
孝
童
子

鑑
」
（
弘
化
年
間
1
1
一
八
四
四
～
四
七
）
、
「
唐
土
二
十
四
孝
」
（
嘉
永
年
間
1
1
一
八
四
八
～
五
三
）
と
い
う
二
つ
の
錦
絵
揃
物
と
し
て

転
生
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
北
斎
画
の
借
用
は
他
の
版
本
か
ら
も
行
わ
れ
て
い
る
。
国
芳
の
嘉
永
年
間
の
錦
絵
「
入
雲
龍
公
孫
勝
」
〈
図
1
6
V
の
出
典
は
、
北
斎

『
忠
義
水
潜
伝
画
本
』
（
文
政
十
二
年
1
1
一
八
二
九
）
に
描
か
れ
た
「
入
雲
龍
公
孫
勝
」
〈
図
1
7
＞
で
あ
り
、
ま
た
国
芳
の
揃
物
「
三
国
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妖
狐
図
会
」
（
嘉
永
年
間
）
は
、
お
そ
ら
く
は
北
斎
の
『
絵
本
和
漢
魁
』
に
載
る
「
佛
智
見
に
よ
つ
て
金
毛
九
尾
の
悪
狐
を
除
く
」
に

想
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
国
芳
画
に
見
ら
れ
る
北
斎
学
習
の
様
相
を
総
観
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
国
芳
が
絵
本
や
錦
絵
揃
物
の
制
作
に
お
い
て
、

先
行
す
る
北
斎
作
品
を
大
い
に
参
考
と
し
た
事
実
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
芳
が
実
に
多
く
の
図
像
を
北
斎
作
品
か
ら
借
用
し
て

い
る
事
、
そ
し
て
そ
の
際
に
国
芳
が
出
典
と
し
た
北
斎
画
は
、
あ
る
一
点
あ
る
い
は
一
冊
、
ま
た
あ
る
時
期
の
作
品
と
は
限
定
さ
れ

ず
、
か
な
り
広
範
囲
に
渡
っ
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。
国
芳
は
、
墨
摺
の
版
本
に
描
か
れ
た
北
斎
画
の
図
像
を
借
用
し
て
、
そ
れ
を

多
色
摺
の
、
そ
し
て
多
く
は
大
判
三
枚
続
と
い
う
長
大
な
画
面
の
中
に
転
生
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
国
芳
は
北
斎
を
通
じ
て
、

北
斎
自
身
が
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
し
て
使
用
し
た
も
の
を
も
摂
取
し
た
可
能
性
が
見
ら
れ
た
。
国
芳
武
者
絵
の
核
と
な
る
部
分
の
多

く
は
北
斎
の
武
者
絵
に
負
っ
て
い
る
事
が
理
解
さ
れ
る
。

三
、
北
斎
武
者
絵
と
国
芳
武
者
絵
の
相
違
点

　
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
武
者
絵
を
比
較
検
討
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
見
て
と
れ
る
。
ま
ず
主
題
選
択
に
お
い
て
は
、

中
国
故
事
人
物
を
多
く
取
り
上
げ
た
北
斎
に
対
し
、
国
芳
は
、
出
世
作
と
な
っ
た
「
通
俗
水
濤
伝
豪
傑
百
八
人
之
一
箇
」
に
代
表
さ

れ
る
水
濡
伝
主
題
や
、
あ
る
い
は
「
三
国
志
」
に
取
材
す
る
作
品
は
描
く
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
日
本
の
歴
史
上
の
人
物
の
周
知
の

逸
話
を
選
ぶ
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
北
斎
武
者
絵
の
主
題
に
お
け
る
時
期
的
変
化
－
年
代
が
下
る
こ
と
に
日
本
人
物
が
多
く

描
か
れ
る
ー
で
あ
る
。

　
両
者
の
違
い
は
画
風
に
も
見
ら
れ
る
。
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
北
斎
武
者
絵
に
は
中
国
趣
味
、
中
国
絵
画
へ
の
強
い
志
向
が

見
ら
れ
る
が
、
国
芳
に
は
そ
れ
は
少
な
く
、
北
斎
画
を
咀
囑
し
た
上
で
、
む
し
ろ
新
た
に
強
く
洋
風
表
現
を
取
り
入
れ
た
独
自
の
様



式
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
北
斎
と
国
芳
の
武
者
絵
に
見
ら
れ
る
相
違
点
を
簡
単
に
図
式
化
す
る
な
ら
ば
、
主
題
に
お
い
て
は
中
国
か
ら
日
本
へ
、

風
に
お
い
て
は
、
極
論
す
る
な
ら
ば
中
国
か
ら
西
洋
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
た
事
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
画

結
語
1
「
歴
史
画
」
の
視
点
に
よ
る
可
能
性
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本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
武
者
絵
と
呼
ば
れ
て
い
た
幕
末
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
歴
史
人
物
画
を
、
新
た
に
広
い
意
味
で
の
「
歴
史
画
」

と
し
て
定
義
す
る
事
に
よ
っ
て
、
時
代
に
お
け
る
意
味
を
問
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
北
斎
か
ら
国
芳

へ
と
続
く
武
者
絵
1
1
広
義
の
歴
史
画
に
見
ら
れ
る
主
題
、
画
風
の
時
期
的
変
化
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
示
唆
を
私
達
に
与
え
て
く

れ
る
。
そ
れ
は
、
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
主
題
に
お
い
て
は
中
国
か
ら
日
本
へ
、
画
風
に
お
い
て
は
中
国
か
ら
西
洋
へ
の
変
化

で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
も
う
一
度
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
と
い
う
時
代
の
様
相
に
目
を
向
け
て
見
よ
う
。
第
一
章
で
は
、
主
に
時
代
に
共

通
す
る
歴
史
意
識
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
中
国
と
日
本
と
西
洋
と
い
う
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え

つ
つ
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
近
年
の
歴
史
学
の
研
究
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
見
ら
れ
始
め
る
国
学
者
た
ち
の
古
典
研
究
と
、
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』

（
寛
政
ニ
ー
1
一
七
九
〇
年
）
に
代
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
日
本
こ
そ
世
界
の
中
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
」
（
1
1
日
本
中
華
論
）

（
3
0
）
は
、
中
国
へ
の
強
い
対
抗
心
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
中
国
へ
の
強
い
憧
れ
と

劣
等
感
が
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
も
示
す
。
し
か
し
宣
長
の
主
張
が
根
拠
と
し
た
万
世
一
系
の
王
統
の
存
在
は
、
宣
長
の

「
日
本
中
華
論
」
に
対
す
る
是
非
判
断
と
は
別
に
、
「
日
本
」
の
優
越
を
証
明
す
る
根
拠
と
な
っ
た
こ
と
を
、
三
谷
博
氏
は
以
下
の
よ



う
に
指
摘
す
る
（
3
1
）
。
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し
か
し
、
世
界
の
中
心
か
否
か
は
さ
て
お
き
、
「
日
本
」
を
永
遠
不
滅
の
実
体
と
考
え
、
そ
の
王
統
の
連
続
性
に
外
国
に
対
す
る

優
越
性
を
見
い
だ
す
こ
と
は
、
こ
の
の
ち
常
識
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
内
容
の
み
な
ら
ず
、
民
間
か
ら
生
み
出
さ
れ
、
そ
の

後
に
朝
廷
や
徳
川
公
儀
ま
で
浸
透
し
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
か
ら
い
っ
て
も
、
正
し
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
教
義
と
呼
ん
で
よ
い

も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
居
宣
長
の
論
が
、
古
代
以
来
続
い
て
い
た
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
を
中
心
と
す
る
国
際
秩
序
に
対
し
て
、
古
典
の
研
究
と

そ
れ
に
伴
う
歴
史
の
意
識
か
ら
反
旗
を
翻
し
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
相
沢
正
志
斎
『
新
論
』
（
文
政
八
目
一
八
二
五
年
）
は
、
西
洋

諸
国
の
外
圧
に
対
す
る
危
機
感
を
背
景
と
し
て
国
家
意
識
の
形
成
を
促
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
の
思
想
的
根
拠

と
さ
れ
た
尊
王
擁
夷
論
の
、
「
バ
イ
ブ
ル
」
的
存
在
と
ル
て
著
名
な
こ
の
著
作
は
、
必
ず
し
も
単
純
に
天
皇
尊
崇
と
西
洋
人
排
斥
を
説

く
も
の
で
は
な
く
、
危
機
意
識
を
広
く
一
般
に
喚
起
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
的
意
図
を
も
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の

対
外
観
も
、
西
洋
諸
国
を
「
蛮
夷
」
と
い
う
名
称
で
記
し
な
が
ら
も
、
当
時
の
現
実
を
踏
ま
え
た
き
わ
め
て
冷
静
な
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
「
擾
夷
」
を
行
う
為
の
方
策
と
し
て
は
、
洋
式
軍
艦
や
火
器
を
積
極
的
に
導
入
し
て
防
御
に
あ
た
ら
ん
と
し
て
お
り
、
決
し

て
土
俗
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
言
で
は
な
い
（
3
2
）
。

　
こ
れ
を
整
理
し
て
み
る
と
、
中
国
へ
の
強
い
憧
れ
と
劣
等
感
か
ら
中
国
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
宣
長
に
対
し
、
続
く
相
沢
は
、
対

外
的
危
機
感
を
背
景
に
、
宣
長
の
日
本
中
華
論
を
戦
略
的
に
用
い
て
、
祖
国
「
日
本
」
と
い
う
共
同
体
意
識
を
喚
起
さ
せ
、
さ
ら
に

危
機
排
除
の
為
に
西
洋
の
「
技
術
」
の
導
入
を
説
い
た
、
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
さ
て
こ
こ
で
再
び
武
者
絵
の
問
題
に
目
を
転
ず
る
と
、
武
者
絵
に
見
ら
れ
た
変
化
と
、
右
に
述
べ
た
国
家
観
、
対
外
観
に
見
ら
れ



る
変
化
の
様
相
は
、
驚
く
べ
き
類
似
を
示
す
事
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
再
三
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
武
者
絵
の
主
題
は
、
多
く
中
国
人

物
を
取
り
上
げ
た
北
斎
か
ら
、
主
題
の
大
多
数
を
日
本
の
歴
史
上
の
人
物
や
事
象
に
求
め
て
い
く
国
芳
へ
と
い
う
変
化
を
見
せ
る
。

し
か
し
一
方
絵
画
表
現
に
お
い
て
は
、
新
し
い
「
技
術
」
で
あ
る
西
洋
絵
画
技
法
を
、
不
確
か
で
、
ま
た
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
に
到
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
前
述
し
た
本
居
宣
長
ら
の
国
家
観
、
対
外
観
に
、
図
式
化
し
て
あ
て
は
め
る

な
ら
ば
、
宣
長
が
排
斥
せ
ね
ば
な
ら
な
ら
な
か
っ
た
中
国
文
化
へ
の
強
い
憧
れ
は
、
北
斎
の
描
い
た
多
く
の
中
国
故
事
人
物
図
に
対

応
す
る
。
そ
し
て
祖
国
「
日
本
」
に
対
す
る
認
識
の
表
れ
を
、
国
芳
と
そ
れ
以
降
の
日
本
歴
史
上
の
人
物
を
描
い
た
図
に
対
応
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
国
家
の
危
機
排
除
に
導
入
し
よ
う
と
し
た
西
洋
の
「
技
術
」
は
、
国
芳
画
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
、
西
洋

画
技
法
の
摂
取
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
山
梨
俊
夫
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
近
代
歴
史
画
の
持
つ
性
格
と
し
て
「
国
家
意
識
、
歴
史
意
識
の
反
映
」
を
挙
げ
て
い
る
（
3
3
）
。
武
者
絵

と
い
う
、
本
稿
で
定
義
し
た
広
義
の
歴
史
画
は
、
こ
こ
に
到
っ
て
山
梨
氏
の
挙
げ
る
近
代
の
歴
史
画
と
通
じ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
武
者
絵
は
、
多
年
憧
れ
て
き
た
偉
大
な
る
中
国
へ
の
別
離
と
、
そ
こ
か
ら
新
た
に
編
成
さ
れ
た
国
家
意
識
の
あ
り
よ
う
を
、

如
実
に
反
映
さ
せ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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注

（
1
）
　
飯
島
虚
心
『
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
』
（
畝
傍
書
房
昭
和
十
六
年
・
中
公
文
庫
復
刻
平
成
五
年
）
の
記
述
「
武
者
絵
は
国
芳
に
限
れ
り

　
と
世
評
高
か
り
し
」
が
一
般
的
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
　
こ
こ
で
用
い
る
「
歴
史
意
識
」
と
は
、
歴
史
を
過
去
の
時
代
へ
の
回
顧
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
現
在
か
ら
将
来
へ
の
道

程
を
照
ら
し
出
す
も
の
と
し
て
考
え
る
意
識
を
指
す
。
主
に
野
口
武
彦
『
江
戸
の
歴
史
家
』
（
筑
摩
書
房
昭
和
五
十
四
年
）
を
参
照
。
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（
3
）
　
『
新
潮
世
界
美
術
辞
典
』
新
潮
社
昭
和
六
十
年
よ
り
「
武
者
絵
」

（
4
）
　
（
3
）
よ
り
「
歴
史
画
」

（
5
）
　
山
梨
俊
夫
「
『
描
か
れ
た
歴
史
』
1
明
治
の
中
の
『
歴
史
画
』
の
位
置
」
『
描
か
れ
た
歴
史
』
展
図
録
所
収
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
・

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
平
成
五
年
九
月

（
6
）
　
拙
稿
「
月
岡
芳
年
歴
史
画
考
」
『
美
術
史
』
剛
冊
平
成
八
年
十
月

（
7
）
　
本
稿
で
用
い
る
「
正
史
」
は
、
多
分
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
意
図
を
も
っ
た
「
当
時
1
1
明
治
初
期
に
お
い
て
正
し
い
と
さ
れ
て
い
た

　
歴
史
」
と
定
義
す
る
。

（
8
）
　
拙
稿
「
冷
泉
為
恭
と
そ
の
画
業
に
関
す
る
研
究
」
『
鹿
島
美
術
研
究
』
鹿
島
美
術
財
団
年
報
第
1
5
号
別
冊
鹿
島
美
術
財
団
平
成
十
年

　
十
一
月

（
9
）
管
見
に
よ
れ
ば
北
斎
武
者
絵
に
関
す
る
日
本
語
文
献
は
以
下
の
二
件
し
か
存
在
し
な
い
。

　
　
　
高
畠
和
雄
「
北
斎
と
武
者
絵
」
『
浮
世
絵
』
2
3
号
大
正
六
年

　
　
　
永
田
生
慈
「
資
料
紹
介
3
『
画
本
葛
飾
振
』
版
下
絵
集
」
『
北
斎
研
究
』
1
8
号
平
成
七
年

　
　
　
（
拙
稿
「
葛
飾
北
斎
邦
文
文
献
目
録
（
未
定
稿
）
」
『
没
後
励
年
記
念
北
斎
－
東
西
の
架
け
橋
』
展
図
録
所
収
日
本
経
済
新
聞
社
平
成

　
　
　
十
年
四
月
に
よ
る
）

（
1
0
）
　
永
田
生
慈
「
版
本
作
品
目
録
」
『
北
斎
世
界
を
魅
了
し
た
絵
本
』
所
収
三
彩
社
平
成
三
年

（
1
1
）
　
徳
田
武
「
馬
琴
と
中
国
小
説
」
『
図
説
日
本
の
古
典
1
9
曲
亭
馬
琴
』
所
収
集
英
社
平
成
元
年

（
1
2
）
　
一
〇
ゴ
μ
ζ
゜
幻
o
ω
①
コ
臨
色
α
。
．
．
↓
げ
①
〉
昌
讐
o
∋
《
o
h
霞
ω
8
蔓
一
コ
＝
o
ざ
ω
巴
．
ω
一
＝
⊆
ω
け
轟
8
儀
ぎ
ω
q
二
臼
一
〇
コ
ζ
帥
2
p
。
一
ω
．
（
「
北
斎
の
絵
手
本

　
の
歴
史
分
析
」
）
1
1
第
三
回
国
際
北
斎
会
議
平
成
十
年
四
月

（
1
3
）
　
永
田
前
掲
資
料
紹
介
（
9
）
、
永
田
生
慈
、
「
作
品
解
説
」
『
北
斎
の
絵
手
本
二
』
所
収
岩
崎
美
術
社
、
昭
和
六
十
一
年
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Ω
き
9
二
〇
〇
巴
N
p
．
、
雷
琶
。
ひ
q
ぎ
∋
《
讐
α
臼
Φ
＝
費
○
げ
一
∋
①
ひ
q
Φ
…
寄
8
温
q
9
け
言
ひ
q
鋤
＝
。
ざ
ω
巴
月
①
け
邑
o
ひ
q
《
°
h
妻
国
ヨ
o
「
．
ω

　
じ
d
o
o
『
ω
ヰ
o
∋
9
Φ
↓
三
益
⑦
ω
。
（
「
北
斎
の
武
者
絵
」
）
，
第
三
回
国
際
北
斎
会
議
平
成
十
年
四
月

（
1
4
）
②
『
絵
本
武
蔵
鐙
』
に
は
制
作
年
代
を
裏
付
け
る
記
述
が
な
い
が
、
①
『
和
漢
絵
本
魁
』
③
『
絵
本
和
漢
誉
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
天
保

　
六
年
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
記
述
（
永
田
前
掲
作
品
解
説
（
1
2
）
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
刊
行
の
段
階
で
は
『
絵
本
武
蔵
鐙
』
が
二
編
と
さ
れ

　
た
が
、
実
際
の
下
絵
作
成
は
『
絵
本
和
漢
誉
』
が
先
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
版
下
絵
集
「
画
本
葛
飾
振
」
に
は
年
紀
が
な
い

　
が
、
巻
末
広
告
の
対
応
状
況
（
当
初
企
画
の
「
二
編
」
が
「
画
本
葛
飾
振
」
に
対
応
。
永
田
前
掲
資
料
紹
介
（
9
）
）
か
ら
類
推
し
て
、
こ
れ

も
②
『
絵
本
武
蔵
鐙
』
よ
り
早
い
制
作
と
想
像
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
「
画
本
葛
飾
振
」
は
、
全
二
十
五
面
の
内
、
第
八
面
と
第
二
十
面
に
半
丁
で
完
結
す
る
図
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
半
丁
完
結
の
図

　
は
巻
頭
あ
る
い
は
最
終
図
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
前
掲
資
料
紹
介
（
9
）
に
よ
る

（
1
6
）
　
永
田
生
慈
「
百
人
一
首
う
は
か
絵
説
」
解
説
『
大
北
斎
展
』
図
録
東
武
美
術
館
平
成
五
年

（
1
7
）
　
尾
崎
雅
嘉
『
百
人
一
首
｝
夕
話
』
（
天
保
四
年
1
1
一
八
三
三
）
の
刊
行
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
1
8
）
　
守
屋
雅
史
氏
は
、
沢
田
楽
水
居
『
煎
茶
略
説
』
（
寛
政
十
年
1
1
一
七
九
八
）
や
増
山
雪
斎
『
煎
茶
式
』
（
文
化
元
年
1
1
一
八
〇
四
）
な
ど
、

十
八
世
紀
末
か
ら
幕
末
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
多
く
の
煎
茶
書
の
刊
行
を
挙
げ
、
「
こ
れ
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
煎
茶
の
愛
好
が
様
々
な
階

　
層
の
人
々
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
（
同
氏
「
文
人
の
あ
こ
が
れ
、
清
風
の
こ
こ
ろ
煎
茶
・
美
と
そ
の
か

　
た
ち
」
『
煎
茶
・
美
と
そ
の
か
た
ち
展
』
図
録
所
収
大
阪
市
立
美
術
館
平
成
九
年
九
月
）

（
1
9
）
　
徳
田
武
「
『
唐
土
名
勝
図
会
』
解
説
」
『
唐
土
名
勝
図
会
複
製
版
』
所
収
ぺ
り
か
ん
社
昭
和
六
十
二
年

（
2
0
）
　
内
藤
正
人
氏
は
、
『
北
斎
漫
画
』
の
初
編
や
初
期
の
数
編
に
つ
い
て
、
構
成
と
モ
テ
ィ
ー
フ
の
両
面
に
お
い
て
『
芥
子
園
画
伝
』
を
範

　
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
事
を
指
摘
す
る
。
（
同
氏
「
「
北
斎
漫
画
」
の
研
究
1
と
く
に
そ
の
初
編
を
中
心
に
ー
」
『
鹿
島
美
術
財
団
研
究
報

　
告
』
鹿
島
美
術
財
団
年
報
第
1
0
号
別
冊
鹿
島
美
術
財
団
平
成
五
年
十
一
月
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（
2
1
V
　
『
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
』
（
1
）
所
収
「
歌
川
国
芳
伝
」
に
、
次
の
記
述
が
載
る
。

　
　
国
芳
嘗
て
北
斎
を
塚
原
卜
伝
に
比
し
、
宮
本
武
蔵
を
己
に
比
し
て
、
二
枚
続
き
の
錦
絵
を
発
行
せ
ん
と
せ
し
が
、
北
斎
こ
れ
を
拒
み
た
る

　
　
を
も
て
、
終
に
止
め
た
る
こ
と
あ
り
。
こ
れ
等
即
国
芳
が
北
斎
を
慕
い
し
一
証
と
す
べ
し
。

（
2
2
）
　
岩
切
友
里
子
「
通
俗
水
濡
伝
豪
傑
百
八
人
之
一
箇
」
図
版
解
説
『
歌
川
国
芳
展
』
図
録
千
葉
市
美
術
館
ほ
か
平
成
八
年

（
2
3
）
　
鈴
木
重
三
氏
は
、
本
作
品
制
作
に
関
わ
る
直
接
要
因
と
し
て
は
、
合
巻
『
傾
城
水
濫
伝
』
（
文
政
八
1
1
一
八
二
五
年
）
の
成
功
を
挙
げ

　
る
。
（
「
国
芳
－
多
彩
奇
抜
な
画
業
」
『
浮
世
絵
八
華
7
国
芳
』
平
凡
社
昭
和
六
十
年
）

（
2
4
）
　
鈴
木
前
掲
論
文
（
2
3
）

（
2
5
）
　
『
神
事
行
燈
二
編
』
一
冊
（
永
楽
屋
版
刊
年
未
詳
）
、
『
風
俗
大
雑
書
』
一
冊
（
野
村
新
兵
衛
版
安
政
二
年
）
、
『
国
芳
雑
画
集
』
二
冊

　
（
版
元
不
詳
安
政
三
、
四
年
）
に
何
点
か
を
見
る
。

（
2
6
）
　
浅
野
秀
剛
「
百
人
一
首
之
内
」
図
版
解
説
『
歌
川
国
芳
展
』
図
録
（
2
2
）

（
2
7
）
　
辻
惟
雄
「
北
斎
の
ワ
ニ
ザ
メ
」
『
奇
想
の
図
譜
』
平
凡
社
平
成
元
年

（
2
8
）
鈴
木
重
三
「
総
説
末
期
浮
世
絵
」
『
浮
世
絵
大
系
1
0
国
貞
・
国
芳
・
英
泉
』
集
英
社
昭
和
五
十
一
年

（
2
9
）
　
内
藤
前
掲
論
文
（
2
0
）

（
3
0
）
　
三
谷
博
『
明
治
維
新
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
山
川
出
版
社
平
成
九
年
　
第
一
章
「
「
プ
ロ
ト
国
民
国
家
」
の
形
成
」
よ
り
引
用

（
3
1
）
　
三
谷
前
掲
書
（
3
0
）
第
一
章
よ
り
引
用

（
3
2
）
　
主
に
三
谷
前
掲
書
（
3
0
）
第
二
章
に
記
さ
れ
る
『
新
論
』
の
内
容
を
要
約
。
他
に
、
尾
藤
正
英
「
水
戸
学
の
特
質
」
（
今
井
宇
三
郎
．
瀬

　
谷
義
彦
・
尾
藤
正
英
校
注
『
日
本
思
想
大
系
5
3
水
戸
学
』
所
収
岩
波
書
店
昭
和
四
十
八
年
）
、
同
「
尊
王
擁
夷
思
想
」
（
『
岩
波
講
座
日
本

　
歴
史
1
3
近
世
5
』
岩
波
書
店
昭
和
五
十
二
年
）
を
参
考
に
し
た
。
『
新
論
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、
『
水
戸
学
』
所
収
の
も
の
を
参
照
。

（
3
3
）
　
山
梨
前
掲
論
文
（
5
）



［
付
記
］
本
稿
は
、
第
三
回
国
際
北
斎
会
議
Q
。
↓
d
U
国
Z
↓
乏
○
刃
囚
ω
＝
○
勺
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
「
武
者
絵
」
の
研
究
1
「
歴
史
画
」
の
視
点
に
よ
る
」

の
内
容
に
、
加
筆
訂
花
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
口
頭
発
表
に
際
し
て
御
高
配
を
賜
っ
た
、
国
際
北
斎
会
議
学
術
委
員
会
の
諸
先
生
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　
な
お
本
研
究
に
対
し
て
は
、
平
成
九
年
度
学
習
院
奨
学
基
金
に
よ
る
研
究
助
成
を
受
け
た
。

武者絵の研究63



　図1　葛飾北斎『鎮西八郎為朝外伝椿説弓張

月』前編巻之一「木綿山に雷公重季を撃」

　図2　葛飾北斎『北斎漫画』

五編より「安倍仲麿」

　図3　葛飾北斎『北斎漫画』五編より「葵上物部守屋西

行法師山部赤人」
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65　武者絵の研究

　図4　葛飾北斎『北斎漫画』九編より「［本武尊碓井峠に

屯の図」

　図5　葛飾北斎『和漢絵本

魁』より「那智の滝に文覚荒

行」 　図6　葛飾北斎
「詩歌写真鏡　安

倍仲麿

図7　歌川国芳『一勇画譜』より「近江国大力」



66

　8－1　「英雄をねたんで海神節婦義

士を溺らす」

8　3　「讃岐院の冥助為朝の舩を行

w4－一一

図8　歌川国芳「肥後国水俣の海上にて為朝難風に遭」

図8－1～3　葛飾北斎『鎮西八郎為朝外伝椿説弓張月』続編巻の一より

8－2　「高間磯萩洋中に自殺す」



67　武者絵の研究

　図9　葛飾北斎『鎮西八郎為朝

外伝椿説弓張月』続編巻の一「舜

天丸を抱き紀平次沙魚に救はる」

　図10　歌川国芳「肥後国水俣の

海上にて為朝難風に遭」部分・鰐鮫

　図ll　葛飾北斎『北斎漫画』二編

より「わにざめ」



68

図12　歌川国芳「讃岐院春属をして為朝をすくふ図」

ー
図13　森島中良『紅毛雑話』より「鰐之図」



69　武者絵の研究

図16　歌川国芳「入雲龍公孫勝」

　図17　葛飾北斎『忠義水濤伝画

本jより「入雲龍公孫勝」

　図14　歌川国芳「武

勇見立十二支未関羽」

　図15　葛飾北斎『北斎漫画』

五編　より「関羽」



ざ

【
資
料
1
】
『
北
斎
漫
画
』
主
題
一
覧

主
　
題
　
傾
　
向

編

作
　
　
　
　
　
例

【
日
本
歴
史
上
の
人
物
】
　
7
6

二
編

頼
豪
阿
閣
梨
・
鳴
神
上
人
・
空
海

・
説
話
物
語
登
場
人
物
を

四
編

甲
賀
三
郎
・
馬
鹿
孫
三
郎

含
む

五
編

博
雅
三
位
・
安
部
仲
麿
・
中
納
言
行
平
・
藤
原
忠
文
・
伊
賀
局
・
藤
原
實
方
・
柿
本
貴
僧
正
・
菅
原
道
真
・
楠
正
成
・
平
将
門
・
公
連
・
葵
上
・
物

部
守
屋
・
山
邊
赤
人
・
西
行
法
師
・
文
屋
康
秀
・
兼
道
・
大
友
真
鳥
・
大

塔
宮
・
猿
田
彦
太
神
・
天
臼
女
命
・
源
頼
朝

七
編

松
尾
芭
蕉

八
編
九
編

大
苫
邊
尊
・
大
戸
之
道
尊
・
稚
産
霊
日
神
日
本
武
尊
・
能
登
守
教
経
・
源
義
経
・
近
江
の
お
兼
・
小
子
部
栖
軽
・
坂

十
編

上
田
村
麿
・
野
見
宿
祢
・
当
麻
蹴
速
・
佛
御
前
・
大
井
子
・
常
盤
御
前
、
平
清
盛
・
鬼
童
丸
・
源
頼
光
仁
田
四
郎
忠
常
・
藤
原
純
友
・
田
原
藤
太
秀
郷
柿
本
・
武
蔵
坊
弁
慶
・
役
小
角
・
日
蓮
・
小
野
篁
・
能
因
法
師
・
小
野
小
町
・
其
角
俊
寛
小
野
道
風
・
千
利
休
・
太
田
道
潅
・
滝
本
坊
・
松
永
貞
徳

服
部
嵐
雪
・
北
条
泰
時
の
母
加
賀
千
代
女
・
清
玄
・
蝉
丸
・
宗
鑑
・
一
休

お
菊
・
三
ケ
月
上
人
・
祐
天
和
尚
・
累
雪
舟
・
北
条
時
頼
・
酒
呑
童
子

F
脚
脚
脚
脚
…
，
幽
，
幽
幽
，
，
，
，
，
，
－
，
，
『
ω
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

十
二
編

坂
田
公
時
・
塩
治
判
官

十
三
編

和
気
清
麿

十
五
編

金
太
郎
・
仁
田
四
郎
・
桃
太
郎

【
中
国
故
事
人
物
等
】
　
麗

二
編
三
編

達
磨
伏
犠
・
神
農
・
左
慈
・
烈
子
・
王
喬
・
車
胤
・
控
鶴
・
上
利
剣
・
東
方
朔
林
和
靖
・
丁
令
威
・
梅
福
戴
封
・
張
果
・
武
志
子
・
孫
康
・
玉
子
章
・
李
白
・
丘
伯
・
麻
姑
・
蝦
墓
白
石
生
・
凋
長
・
張
三
手
・
黄
初
平
・
王
慮
鐡

拐
・
馬
成
子
・
王
侃
・
陳
南
・
張
志
和
傘
風
風
子
・
孫
登
・
藷
何
・
鷹

敷
・
サ
喜
・
鍾
埴

・
狸
々
は
動
物

四
編

蒼
海
公
・
陳
平
・
奨
噌
・
太
公
望
・
蘇
武
・
西
伯
・
孫
農
・
・
狸
々
・
伯
夷
・
陶
淵
明
扁
鵡
・
杜
子
美
・
†
和
・
黄
山
谷
・
叔
齊
・
伯
楽
・
顔
子

曽
子
・
子
思
・
周
公
・
張
子
朱
子
・
孟
子
・
程
子
・
周
子
・
韓
退
之
・
郡

康
節
・
欧
陽
永
叔

五
編

普
建
・
傳
大
士
・
普
成
・
関
羽

六
編

劉
備
玄
徳

・
大
舜
以
下
二
十
四
孝

八
編

黄
帝
元
妃
西
陵
氏
・
大
舜
・
曽
参
・
漢
文
帝
・
閏
子
摺
・
仲
由
・
董
永

剣
子
・
江
革
陸
績
・
崔
山
南
・
呉
猛
・
王
祥
・
郭
巨
・
楊
香
・
朱
壽
昌

庚
鮎
婁
・
老
来
子
・
察
順
黄
香
姜
詩
・
王
褒
・
丁
蘭
・
孟
宗
・
廷
堅

九
編

司
馬
仲
達
・
桓
公

・
花
和
尚
魯
知
深
等
水
潜
伝
中
人
物

十
編

孫
悟
空
・
殼
の
姐
妃
・
花
和
尚
魯
知
深
・
黒
旋
風
李
起
・
入
雲
龍
公
孫
勝
・
趙
子
英
苗
龍
孫
登
・
葛
由
・
東
方
朔
・
渦
子
・
慈
産
・
明
崇
撮
・
老
子
・
彰
祖
・
重
陽
子
・
謝
仲
初
魔
敷
・
羅
子
房
・
王
侃
・
鄭
思
遠
・
漏

長
・
夏
黄
公
・
角
里
先
生
・
竹
林
七
賢
（
院
籍
、
向
秀
、
王
戒
、
山
涛
、

十
五
編

張
志
和
・
玉
子
章
・
達
磨
・
寒
山
十
拾
・
張
九
歌
・
鍾
埴
・
蘇
東
披

【
神
格
等
宗
教
画
題
】
　
　
1
8

二
編

釈
迦
・
蹟
陀
羅
尊
者
・
半
託
迦
尊
者
・
那
伽
犀
那
尊
・
践
羅
駄
闊
尊
者
因
掲
陀
者
尊
者
伐
那
婆
斯
尊
者
・
半
諾
迦
尊
者
・
維
摩
居
士

三
編

多
門
天
・
持
国
天
・
廣
目
天
・
増
長
天
・
陀
枳
尼
天
・
稲
荷
大
明
神

六
編

馬
櫃
尊
神
・
摩
利
支
尊
天

十
三
編

三
面
大
黒
天
・
倶
利
伽
藍
不
動
・
魚
濫
観
世
音

・
名
称
の
付
さ
れ
た
も
の
の
み
取
り
上
げ
て
い
る
為
、
記
載
の
な
い
初
編
に
描
か
れ
た
人
物
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。



コ
　
　
鼻
蝋
叢
θ
皐
幽

【
資
料
2
】
武
者
絵
本
主
題
一
覧

　
　
　
　
　
・
主
題
傾
向
の
欄
の
【
日
本
】
【
中
国
】
は
そ
れ
ぞ
れ
、
日
本
歴
史
上
の
人
物
と
中
国
故
事
人
物
を
指
す
。

作
品
名

主
題
傾
向

作
　
　
　
　
　
例

『
和
漢
絵
本
魁
』

【
日
本
】
1
9
多
力
雄
命
・
彦
炎
出
尊
・
磐
永
姫
・
天
児
家
根
命
・
藤
原
廣
嗣
・
大
伴
良
雄

天
保
七
年
刊

物
部
守
屋
・
平
将
門
・
俵
藤
太
秀
郷
・
藤
原
純
友
・
平
井
保
昌
・
ト
部
季
武

平
忠
盛
・
鎌
倉
景
政
・
弁
慶
文
覚
上
人
・
木
曽
義
賢
・
氾
額
女
・
隠
岐
廣
有

【
中
国
】
　
n

・
堤
婆
達
多
・
禺
王
・
雷
震
・
張
良
・
韓
信
・
項
羽
・
奨
嗜
・
旭
・
孔
明
・
魔

叔
謀
・
・
国
姓
爺

・
堤
婆
達
多
は
羅
漢
で
神
格
。
国
姓
爺
は
日
本
人
を
母
に
持
つ
混
血
で
あ
る
。

「
絵
本
武
蔵
鐙
』
　
　
天
保
七
年
刊

日
本
人
物
の
み
　
3
5

日
本
武
尊
・
神
功
皇
后
・
武
内
宿
彌
・
八
綱
田
有
熊
・
當
麻
次
郎
悔
速
・
金
窪
兵
太
・
曽
我
入
鹿
・
恵
美
押
勝
・
坂
上
廣
野
麿
・
渡
辺
綱
・
平
惟
茂
・
源
義
家
・
安
倍
貞
任
・
長
谷
部
信
連
筒
井
浄
妙
・
田
原
忠
綱
・
源
義
平
・
八
町
礫
の

鬼
平
次
・
渋
谷
金
王
丸
・
那
須
與
市
・
猪
俣
小
平
六
・
秩
父
重
忠
・
平
景
清

北
条
時
政
・
近
江
の
小
藤
太
成
家
・
曽
我
五
郎
時
致
・
覚
氾
法
師
佐
藤
忠
信

和
泉
忠
衡
・
藤
原
高
衡
・
小
山
田
太
郎
高
家
・
大
部
坊
怪
準
・
畑
六
郎
時
良

上
杉
謙
信
・
武
田
信
玄

『
絵
本
和
漢
誉
』
　
　
嘉
永
三
年
刊

【
日
本
】
　
2
1伊
弊
諾
尊
・
坂
上
苅
田
麿
・
貞
純
親
王
・
武
蔵
五
郎
貞
世
・
怪
童
丸
・
源
頼
光
・
清
原
真
人
・
俣
野
五
郎
景
久
・
真
田
與
市
・
仁
田
忠
常
・
小
栗
判
官
・
工

藤
左
近
・
平
高
時
・
新
田
義
貞
・
三
好
政
保
・
甘
糟
近
江
守
・
鬼
児
嶋
彌
太

郎
・
山
中
鹿
之
助
・
宮
本
武
蔵
・
佐
々
木
巖
柳
・
鎌
田
又
八

【
中
国
】
　
1
1

普
明
長
者
・
雲
仲
子
・
陳
平
・
子
路
・
孫
賢
・
伍
子
胃
・
・
智
多
星
呉
用

・
赤
髪
鬼
劉
唐
・
・
讐
翅
虎
雷
横
・
鄭
芝
龍
・
斎
萬
年

・
智
多
星
呉
用
、
赤
髭
鬼
劉
唐
、
蔓
翅
虎
留
横
は
共
に
「
水
潜
伝
」
の
登
場
人
物
。

「
画
本
葛
飾
振
」

【
日
本
】
　
3
2

俵
藤
太
秀
郷
・
野
見
宿
禰
・
当
麻
蹴
速
ニ
ニ
浦
之
輔
・
楠
正
重
・
畠
山
重
忠

（
下
絵
集
）

木
曽
義
仲
鬼
童
丸
・
日
本
武
尊
・
大
伴
真
鳥
・
大
友
宿
禰
兼
道
・
村
上
彦
四
郎

義
照
・
平
将
門
・
巴
提
使
（
p
）
・
不
破
伴
作
・
嶋
村
弾
正
・
長
兵
衛
尉
信
連

素
菱
鳴
尊
・
駿
河
二
郎
清
重
・
和
田
平
太
胤
長
・
尾
形
三
郎
惟
義
・
菊
池
次
郎

高
直
・
佐
藤
四
郎
兵
衛
忠
信
・
武
蔵
五
郎
貞
世
弁
慶
・
鎌
倉
権
五
郎
景
政
・
鳥

【
中
国
】
　
3

海
彌
三
郎
・
熊
谷
次
郎
直
實
・
熊
坂
長
範
・
朝
日
奈
・
篠
塚
八
郎
伊
賀
守

典
章
・
豫
譲
・
子
路

【
資
料
3
】
錦
絵
作
品
主
題
一
覧

作
　
品
　
名

主
題
傾
向

作
　
　
　
　
　
　
例

「
詩
歌
写
真
鏡
」
天
保
二
、
三
年

【
日
本
】
　
6
【
中
国
】
　
4

清
少
納
言
・
春
道
の
つ
ら
き
・
木
賊
苅
・
安
倍
の
仲
麿
・
在
原
業
平
・
融
大
臣
少
年
行
（
崔
国
輔
）
・
白
楽
天
・
李
白
・
無
題
（
・
蘇
東
披
～
韓
愈
～
V

「
百
人
一
首
う
ば
　
　
が
ゑ
と
き
」
　
天
保
六
年
以
降

日
本
人
物
の
み
　
　
2
8

・
タ
イ
ト
ル
が
無
く
、
人
物
特
定
が
出
来
な
い
。


